
















































1. 年齢 12. 寝つきのエ夫 23. 最長睡眠時の体調
2.性別 13. 寝起きの良し悪し 24. 最長睡眠時の感情
3.居住形態 14.寝起きの工夫 25. 能率時間帯
4. 日常睡眠時間 15. 睡眠の規則性 26. 睡眠中途覚醒頻度
5. 日常睡眠時間の変動幅 16. 不規則睡眠の型 27. 睡眠不足感頻度
6. 最適睡眠時間 17. 最長覚醒時間 28. 夢の頻度
7.不足睡眠時間 18. 最長覚醒時の運動 29.仮眠のとり方
8. 過剰睡眠時間 19. 最長覚醒時の体調 30. 睡眠の重要性
9. 就床時刻 20. 最長覚醒時の感情 31. 睡眠への配慮
10.起床時刻 21. 最長睡眠時間 32.飲酒習慣











男 女平均 範囲 同居独居
看 足子 88 2 85 19. 0 18-23 86. 4 13. 6 勤労学生、午後授業
短 大 129 15 114 18.9 17-22 79.0 21.0 短期大学生
特 部 40 39 1 20. 1 18-22 65. 0 35. 0 四大内の特定運動部
四 大 138 107 31 18. 8 18-23 68. 8 31. 1 四年制大学生
般 62 36 26 42. 4 18-74 77. 1 22. 9 一般市民、有職者














差， 日常睡眠時間は7.70時間，各群との間の t検定で P〈.001以上の有意差）。一方、睡眠
時間の変動幅は特部が最も長く (3.29時間，各群との間の t検定で P〈.05以上の有意差）、
一般が最も短い (1.54時間，各群との間の t検定で P〈.001以上の有意差）。全体に日常睡




































＊ ＊ 名古屋大学大型計算機センターで、 StatisticalPackage for the Social Sciencesを利用した。
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が＝80.7, df= 1, P〈.001)。寝つきでは、看学と一般が良い者が大部分（それぞれ87.2,












(X 2 = 11. 8, df = 4, P〈.02)。
Fig. 6に睡眠不足感の頻度と仮眠をとる者
の比率を示す。一般が他群に比べて睡眠不足









































(49.2%) のに対して看学は他の学生群（短大，特部，四大）よりも多い (88.5%, X 2 
=29.4, df= 4, P〈.001)。
Fig. 7は被調査者自身が自らの睡眠の規則性をどのように認知しているかを示す。一般
が最も規則的であると認知しているものが多く、特部と短大で規則的と認知している者が
少ない（それぞれ58.1, 35.0, 35.7%， が＝11.8, df= 4, P〈.02)。不規則であると答
えたもののタイプをFig.8に示す。特部だけが「まったく決まっていない」（不定の）比
率が多く (63.0%）、その他の群は曜日あるいは休日によって異なる比率が多い (66.9%，が



























































゜ 看学 短大 特部 四大 一般
群名称

























谷 口 俊 治
81.5％の人が睡眠を重要と考えていながら、実際の配慮については20.0％にとどまってい
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が＝18.7, df= 1, P〈.001)。感情については、最長覚醒時に普段と違った感じを体験
している者が約60.8％であるのに対して最長睡眠時には43.4％であり、最長覚醒時の方が
段と異なる（が＝27.3, df = 1, P〈.001)ことを示す。
付随データ Fig.15に飲酒と喫煙習慣の結果を示す。いずれについても一般と特部が特
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1. ()  0時～ 4時
2 ( ) 4時～ 8時
3. ( ) 8時～12時
4. ( ) 12時～16時
5. ( ) 16時～20時






















































【26-a 1. 2. 3. 4.と答えた人におたずねします。］
一日のうちのどの時間帯にもっとも多いですか。例に
ならって記入してください。
例 0 6 12 18 0 
II I I I I I I I I I'IO  I I I I I I I I I I 
0 6 12 18 0 
27 あなたは日常生活において睡眠をどのくらい重要だと考
えますか。
1.重要
2. どちらかといえば重要
3. あまり意識しない
4. どちらかといえば重要でない
5. 重要でない
28 あなたは日常生活において実際に睡眠にどのくらい気を
使っていると思いますか。
1.気を使う
2. どちらかといえば気を使う
睡眠一覚醒に関する基礎的研究
3. どちらともいえない
4. どちらかといえば気を使わない
5. 気を使わない
29 あなたは酒を飲みますか。
1. ほとんど毎日飲む
2. しばしば飲む
3. たまに飲む
4. まったく飲まない
30 あなたはタバコをどのくらいすいますか。
1. だいたい毎日すっている
2.以前だいたい毎日すっていたが、今はすっていな
"‘ 
[30-a 1. 2.と答えた人におたずねします。】
あなたはタバコを一日に何本ぐらいすいますか。（す
っていましたか）
）本
私達はこの調査をもとにして、前夜の睡眠のとり方が翌日
の諸活動に及ぽす効果についての研究をしています。場合に
よって追調査などを行うかもしれません。御協力願えるなら
下記に御記入ください。秘密は厳守いたしますので、ぜひ御
協力ください。
氏名 クラス（所属）
3.毎日すうのではなく、気のむいた時にすうだけで tel. 
ある
4. すわない
5. その他
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